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高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
交
通
事
故

を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
運
転
免
許
証
を
自

主
的
に
返
納
す
る
65
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
に
次
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
主
返
納
さ
れ
た
人
に
は
、
ミ
ニ
バ
ス

乗
車
券
（
２
年
分
）
を
贈
呈
し
ま
す
。

※�

乗
車
券
は
一
回
に
限
り
更
新
で
き
ま

す
。（
最
長
4
年
分
）

▼
よ
く
あ
る
質
問

Ｑ	

１
．
免
許
証
の
期
限
が
切
れ
て
い
ま
す

が
返
納
で
き
ま
す
か
？

Ａ�

１
．
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
有
効

期
限
の
切
れ
た
免
許
証
は
返
納
で
き
ま

せ
ん
。

Ｑ	

２
．
返
納
す
る
に
は
市
役
所
に
行
け
ば

い
い
で
す
か
？

Ａ�

２
．
自
主
返
納
は
最
寄
の
警
察
署
で
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
市
役
所
で
は
返
納

し
た
人
へ
の
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。

Ｑ	

３
．
免
許
証
が
な
く
な
る
と
顔
写
真
付

き
の
身
分
証
明
書
が
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。

Ａ�

３
．
警
察
署
で
の
返
納
の
際
に
「
運
転

経
歴
証
明
書
」
と
い
う
免
許
証
に
代
わ

る
身
分
証
明
書
が
発
行
で
き
ま
す
。
発

行
に
１
千
円
か
か
り
ま
す
が
、
即
日
発

行
、
一
生
更
新
必
要
無
し
、
高
齢
者
に

は
提
示
す
る
こ
と
で
割
引
サ
ー
ビ
ス

（
高
齢
者
交
通
安
全
サ
ポ
ー
ト
企
業
の

み
）、
と
大
変
便
利
な
カ
ー
ド
で
す
。

Ｑ	

４
．
高
齢
者
で
は
な
い
で
す
が
、
返
納

で
き
ま
す
か
？

Ａ�

４
．
返
納
は
年
齢
に
関
係
な
く
行
え
ま

す
。
た
だ
し
、
高
齢
者
用
の
サ
ー
ビ
ス

や
市
の
支
援
事
業
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。

Ｑ	

５
．
返
納
し
た
あ
と
に
必
ず
市
役
所
へ

行
か
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
か
？

Ａ�

５
．
返
納
支
援
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
３
階
の
安
心
安
全
課

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
希
望
さ
れ
な
い

場
合
は
そ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

４
月
に
発
生
し
た
三
重
県
南
東
沖
の
地

震
や
熊
本
地
震
に
お
い
て
も
緊
急
地
震
速

報
は
活
用
さ
れ
ま
し
た
。昨
年
度
に
続
き
、

今
年
度
も
緊
急
地
震
速
報
を
活
用
し
た
訓

練
を
市
内
一
斉
に
行
い
ま
す
。

　

当
日
は
訓
練
用
の
緊
急
地
震
速
報
が
流

れ
ま
す
の
で
、
緊
急
地
震
速
報
が
聞
こ
え

た
ら
身
を
守
る
行
動（
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
）

を
取
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
で
は
同
報
無
線
お
よ
び
防
災
ラ
ジ
オ

で
緊
急
地
震
速
報
を
放
送
し
ま
す
。

○
訓
練
に
つ
い
て

▼
と
き　

６
月
23
日
㈭　

午
前
10
時
15
分

か
ら
１
分
程
度

▼
と
こ
ろ　

知
立
市
全
域

▼
訓
練
内
容　

訓
練
日
に
同
報
無
線
お
よ

び
防
災
ラ
ジ
オ
で
緊
急
地
震
速
報
を
流
し

ま
す
。
参
加
さ
れ
る
人
は
放
送
後
に
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

○
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
に
つ
い
て

Ｑ
．
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
と
は
？

Ａ�

．
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

生
ま
れ
た
一
斉
防
災
訓
練
で
、（
シ
ェ

イ
ク
ア
ウ
ト
＝
地
震
の
揺
れ
に
備
え

ろ
！
と
い
う
意
味
の
造
語
）
世
界
各
地

で
行
な
わ
れ
て
い
る
訓
練
で
す
。

Ｑ
．
実
際
な
に
を
し
ま
す
か
？

Ａ
．

　

こ
の
３
つ
の
姿
勢
を
行
な
う
こ
と
で
自

ら
の
身
を
守
る
訓
練
で
す
。
当
日
は
市
内

全
域
に
訓
練
放
送
を
流
し
ま
す
の
で
、
聞

こ
え
た
ら
１
分
程
訓
練
行
動
を
し
て
く
だ

さ
い
。

Ｑ
．
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
の
特
徴
は
？

Ａ�

．
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
は
場
所
を
問

わ
ず
、
時
間
が
か
か
ら
ず
、
実
態
に
応

じ
た
訓
練
が
で
き
る
と
い
う
特
徴
が
あ

り
ま
す
。

① その場で姿勢を低く（DROP！）
② 体や頭を守り（COVER！）
③ じっとする（HOLD ON！）

免許証返納の手続き
①最寄の警察署（安城警察署等）（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
※	知立幹部交番等の交番での手続きはできません。本人が運転免許証を持参の
うえ、申請してください。（手数料無料）
	• 申請による運転免許の取消通知書
	• 取消された運転免許証

市への申請
②知立市役所3階安心安全課
　受付時間　午前8時30分～午後4時30分（土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
○ミニバス乗車券（2年分）を受け取ります。
※	安城警察署で免許返納手続きをしますと、その時点で免許証が無効になりま
す。その後は、絶対に運転しないでください。支援の申請期限は、免許証返
納をした日から1か月以内です。

を受け取り知立市役所へ。

高
齢
者
の
運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
を
支
援
し
て
い
ま
す

安
心
安
全
課�

防
犯
交
通
係

（
☎
（95）
０
１
１
５
）

緊
急
地
震
速
報
を
活
用
し
た

訓
練
を
実
施
し
ま
す

安
心
安
全
課�

防
災
係（
☎
（95）
０
１
６
０
）
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失
業
等
に
よ
り
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
難
し
い
場
合
に
は
、
ご
本
人

の
申
請
手
続
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付
が

免
除
ま
た
は
猶
予
さ
れ
る
次
の
３
種
類
の

申
請
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①�

免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
免
除
（
一
部

納
付
））
申
請

　

本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者
の
前
年
所
得

（
１
月
～
６
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
場
合

は
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場
合

に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
が
全
額
ま
た

は
一
部
免
除
に
な
り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請　

※

　

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配
偶
者
の

前
年
所
得
（
１
月
～
６
月
ま
で
に
申
請
さ

れ
る
場
合
は
前
々
年
所
得
）
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
の
人
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以

下
の
場
合
に
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料
の

納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

①
・
②
に
つ
い
て
は
、
７
月
１
日
以
降

か
ら
平
成
28
年
度
分
の
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
③
に
つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
受
付
を

し
て
い
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

・�

年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
の
分

か
る
も
の

・�

失
業
な
ど
を
理
由
と
す
る
場
合
は
雇
用

保
険
被
保
険
者
離
職
票
な
ど

・�

代
理
申
請
の
場
合
は
、
認
印
と
代
理
人

の
本
人
確
認
資
料

○�

申
請
し
た
時
点
か
ら
２
年
１
ヶ
月
前
の

月
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
免
除
申
請
で

き
ま
す
（
学
生
特
例
納
付
も
同
様
で

す
）。
申
請
が
遅
れ
る
と
万
一
の
際
に

障
害
年
金
な
ど
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合

や
免
除
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
る

の
で
、速
や
か
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
免
除
は
前
年
所
得
や
失
業
な
ど

状
況
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
す
の
で
、

承
認
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※�

７
月
１
日
か
ら
、
対
象
者
が
30
歳
未
満

の
人
か
ら
50
歳
未
満
の
人
へ
拡
大
さ
れ
、

名
称
も「
納
付
猶
予
」に
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

児
童
扶
養
手
当
は
、
原
則
と
し
て
手
当

の
受
給
開
始
月
か
ら
起
算
し
て
５
年
を
経

過
す
る
と
、
手
当
の
２
分
の
１
を
支
給
停

止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
一
部

支
給
停
止
）

　

し
か
し
、
就
業
中
で
あ
る
場
合
や
、
就

業
で
き
な
い
特
別
な
事
情
が
あ
る
場
合

は
、
関
係
の
書
類
を
提
出
す
る
こ
と
で
、

支
給
停
止
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
な
く
、

引
き
続
き
、
規
定
の
手
当
額
を
受
給
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。（
一
部
支
給
停
止
適

用
除
外
）（
た
だ
し
、
所
得
や
家
族
の
状

況
等
に
変
化
が
あ
っ
た
場
合
は
こ
の
限
り

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。）

　

５
年
を
経
過
す
る
対
象
の
人
に
は
、
現

況
届（
年
に
一
度
の
更
新
手
続
）の
前
に
、

案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す
。
内
容
を
確
認

の
う
え
、
現
況
届
手
続
き
時
（
８
月
）
に

併
せ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

家
庭
・
離
婚
・
男
女
問
題
な
ど
、
女
性

が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
ご
と
を
専

門
員
が
お
聴
き
し
、
解
決
の
た
め
の
応
援

を
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
堅

く
守
ら
れ
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

毎
月
第
2
・
第
4
木
曜
日　

午

前
9
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
4
時
（
相

談
日
が
祝
日
に
あ
た
る
場
合
は
、
お
休
み

に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
専
門
員
の
都
合
に

よ
り
お
休
み
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

▼
と
こ
ろ　

市
役
所
内
（
協
働
推
進
課
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▼
そ
の
他　

要
予
約
（
当
日
で
も
可
）

　

毎
年
６
月
23
日
か
ら
29
日
ま
で
の
１
週

間
、「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
を
実
施
し

ま
す
。

　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
は
、「
男

女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が

確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
お
よ
び
文
化
的
利

益
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共

に
責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
と
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
男
女
が
よ
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

職
場
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
な
ど
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
し

て
、
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
分
担
し
な
が

ら
支
え
合
い
、
心
豊
か
で
充
実
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
会
に
、
男
女
が
と
も
に

支
え
合
い
、
心
豊
か
に
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
実
践
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

い
じ
め
・
虐
待
な
ど
、
子
ど
も
達
の
人

権
に
関
わ
る
悩
み
ご
と
、
心
配
ご
と
な
ど

の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
ひ
と
り
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

平
成
28
年
６
月
27
日
㈪
～
７
月

３
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で

（
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時
～
午
後
５
時
）

▼
電
話
番
号　

０
１
２
０
（007）
１
１
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
「
子
ど
も
の
人
権

１
１
０
番
」
相
談
専
用
電
話

全
国
一
斉
「
子
ど
も
人
権
110
番
」

強
化
週
間
の
実
施
に
つ
い
て

名
古
屋
法
務
局
人
権
擁
護
部

（
☎
０
５
２
（952）
８
１
１
１
）

「
女
性
の
悩
み
ご
と
相
談
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

協
働
推
進
課 

協
働
人
権
係

（
☎
（95）
０
１
４
４
）

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度

国
保
医
療
課 

国
保
年
金
係

（
☎
（95）
０
１
２
３
）

男
女
共
同
参
画
週
間

「
意
識
を
カ
イ
カ
ク
。
男
女
で
サ
ン

カ
ク
。
社
会
を
ヘ
ン
カ
ク
。」

協
働
推
進
課 

協
働
人
権
係

（
☎
（95）
０
１
４
４
）

児
童
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止

適
用
除
外

子
ど
も
課 
児
童
家
庭
係（
☎
（95）
０
１
２
０
）
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○
猫
を
飼
う
と
き
の
マ
ナ
ー

　

猫
を
屋
外
で
飼
う
こ
と
は
、
近
隣
住
民

の
迷
惑
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
猫
へ
の
危

険
も
い
っ
ぱ
い
で
す
。
次
の
マ
ナ
ー
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

・
室
内
で
飼
う
。

・
避
妊
、
去
勢
手
術
を
行
う
。

・
首
輪
や
迷
子
札
を
つ
け
る
。

・
最
後
ま
で
面
倒
を
み
る
。

○�

飼
い
主
の
い
な
い
猫
に
エ
サ
を
与
え
て

い
る
人
へ

　

エ
サ
を
あ
げ
て
い
る
だ
け
で
は
、
猫
が

ど
ん
ど
ん
増
え
、周
辺
環
境
を
汚
し
た
り
、

近
隣
住
民
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。
無
責

任
な
エ
サ
や
り
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

緑
化
の
推
進
を
図
り
、
良
好
な
生
活
環

境
の
整
備
と
、
災
害
時
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
倒
壊
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め
、

生
け
垣
設
置
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内
で

補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
補
助
対
象
の
主
な
内
容

①�

公
共
的
道
路
に
沿
っ
て
延
長
２
ｍ
以
上

生
け
垣
を
設
置
す
る
こ
と

②
樹
木
は
、
高
さ
90
㎝
以
上

③�

延
長
１
ｍ
当
り
２
本
以
上
植
樹
す
る
こ

と

▼
補
助
金
を
受
け
ら
れ
る
人

　

市
内
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
人
で
、

市
税
を
完
納
し
て
い
る
こ
と

※�

集
合
住
宅
等
で
複
数
の
人
が
共
同
で
生

垣
を
設
置
す
る
場
合
は
、
代
表
者
を
決

め
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
補
助
金
の
額

○
新
た
に
生
け
垣
を
設
置
す
る
場
合

　

�

必
要
経
費
の
３
分
の
２
の
額
（
限
度
額

６
万
円
）

○
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
取
り
壊
し
て
当
該
場
所

に
生
け
垣
を
設
置
す
る
場
合

　

�

必
要
経
費
の
３
分
の
２
の
額
（
限
度
額

10
万
円
）

※�

こ
の
制
度
を
利
用
さ
れ
る
人
は
工
事
に

か
か
る
前
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。
工
事
着
手
後
の
申
請
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
都
市
計
画
課
ま
で
お
問
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰　

午
前

９
時
10
分
～
午
後
４
時
30
分
（
２
日
目
は

午
後
３
時
40
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校

▼
対
象　

Ｃ
言
語
を
習
得
し
た
い
人

▼
訓
練
内
容　

Ｃ
言
語
の
特
徴
、入
出
力
、

関
数
、
各
種
演
算
子
、
配
列
の
活
用

▼
募
集
人
数　

18
人

▼
受
講
料　

２
千
300
円
（
テ
キ
ス
ト
代
税

別
２
千
786
円
別
途
必
要
）

▼
申
込
み　

往
復
ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー

ル
に
講
座
名
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
職
業
を
記
入

の
う
え
、
７
月
７
日
㈭
ま
で
に
県
立
岡
崎

高
等
技
術
専
門
校
（
〒
444
―
０
８
０
２

岡
崎
市
美
合
町
平
端
24
番
地　

Ｅ
メ
ー
ル�

okazaki-senm
onko@

pref.aichi.
lg.jp

）
へ
。

※�

申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
決
定

し
、
結
果
を
通
知
し
ま
す
。

　

近
年
、
麻
薬
・
覚
醒
剤
・
大
麻
・
危
険

ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
不
正
薬
物
の
乱
用
が
大

き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近

で
は
、
元
プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
覚
醒
剤

の
乱
用
や
、
青
少
年
へ
の
大
麻
汚
染
の
広

が
り
な
ど
、
不
正
薬
物
に
関
す
る
事
件
が

後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。
ま
た
、
危
険

ド
ラ
ッ
グ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
販
売
店

舗
は
す
べ
て
閉
鎖
し
て
い
ま
す
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
等
を
利
用
し
て
販
売
さ
れ
、

乱
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
愛
知
県
で
は
県
民
の
皆
さ
ん
に

薬
物
乱
用
問
題
に
対
す
る
認
識
を
高
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
６
月
20
日
か
ら
７
月
19

日
ま
で
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」
普
及
運

動
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
運
動
期
間
中
は

県
内
各
地
で
「
６
・
26
ヤ
ン
グ
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
始
め
、
警
察
等
協
力
団
体

と
共
に
各
種
啓
発
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
27
年
に
「
Ｏ
Ｓ
☆
Ｕ
」
を
薬

物
乱
用
防
止
Ｐ
Ｒ
大
使「
薬
物
乱
用
ダ
メ
。

ゼ
ッ
隊
」
に
任
命
し
、
若
者
へ
薬
物
乱
用

防
止
を
呼
び
か
け
ま
す
。

工事前 工事後⇒

生
け
垣
設
置
に
補
助
金
を

交
付
し
ま
す

都
市
計
画
課 

公
園
緑
地
係

（
☎
（95）
０
１
５
７
）

薬
物
乱
用
は
、「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

普
及
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施

県
健
康
福
祉
部
保
健
医
療
局

医
薬
安
全
課  （
☎
０
５
２
（954）
６
３
０
５
）

猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

環
境
課 

環
境
保
全
係（
☎
（95）
０
１
５
４
）

平
成
28
年
度
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

（
在
職
者
対
象
訓
練
）「
Ｃ
言
語

プ
ロ
グ
ラ
ム
基
礎
」受
講
者
募
集

県
立
岡
崎
高
等
技
術
専
門
校
在
職
者

訓
練
担
当 （
☎
０
５
６
４
（51）
０
７
７
５
）

実施写真（平成23年度）

愛
知
県
だ
よ
り
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情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度
実
施
状
況

平成27年度情報公開制度実施状況

実施機関

処理状況 不服申立て

件数
決定内容

件数
決定内容

全部開示 部分開示 非開示 全部認容 棄却 却下

市長 16 8 8 0 0 0 0 0

教育委員会 1 1 0 0 0 0 0 0

合計 17 9 8 0 0 0 0 0

※「非開示」については、文書不存在も含みます。

平成27年度個人情報保護制度実施状況
【開示請求】

実施機関

処理状況 不服申立て

件数
決定内容

件数
決定内容

全部開示 部分開示 非開示 全部認容 棄却 却下

市長 6 4 1 1 0 0 0 0

教育委員会 2 1 0 1 0 0 0 0

合計 8 5 1 2 0 0 0 0

※「非開示」については、文書不存在も含みます。

【訂正請求等】

実施機関

処理状況 不服申立て

件数
決定内容

件数
決定内容

全部訂正等 部分訂正等 非訂正等 全部認容 棄却 却下

教育委員会 2 0 2 0 1 0 1 0

【是正の申出】0件

　春の叙勲・褒章受章者が、４月29日に発令されました。
受章おめでとうございます。

瑞宝小綬章　郵政行政事務功労
 柴田　敏彦氏 （上重原町）

瑞宝単光章　警察功労
 衛藤　隆三氏 （桜木町）

黄綬褒章　業務精励
 三島　久佳氏 （昭和）

※�ご本人の意向により、掲載して
　いない方もいらっしゃいます。

▶問合せ　協働推進課　秘書広報係
　　　　　（☎95-0112）

▼
内
容　

介
護
し
や
す
い
家
づ
く
り
の
た

め
の
基
本
知
識
の
習
得
と
住
宅
改
修
の
実

践
と
し
て
、
立
ち
上
が
り
の
た
め
の
玄
関

ベ
ン
チ
作
成
を
行
い
、
効
果
的
な
活
用
方

法
に
つ
い
て
講
義
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
１
日
㈪
、
２
日
㈫　

午
前

９
時
10
分
～
午
後
４
時
30
分
（
２
日
目
は

午
後
３
時
40
分
ま
で
）

▼
と
こ
ろ　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

○
情
報
公
開
制
度

　

市
政
に
関
す
る
情
報
（
公
文
書
）
を
市

民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
応
じ
て
開
示
す
る

情
報
公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
開

示
を
請
求
で
き
る
文
書
は
、
平
成
元
年
４

月
１
日
以
降
に
作
成
し
、
保
有
し
て
い
る

文
書
、図
書
、写
真
な
ど
で
す
。
た
だ
し
、

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
す
も
の
、
法

人
の
正
当
な
利
益
を
損
な
う
も
の
な
ど
は

開
示
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
お
け
る
情
報
公
開
制
度

の
実
施
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度

　

市
の
機
関
が
保
有
す
る
自
己
の
個
人
情

報
の
開
示
、
訂
正
・
利
用
停
止
・
削
除
を

請
求
す
る
権
利
を
明
ら
か
に
し
、
個
人
の

権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
個
人
情
報

保
護
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護

制
度
の
実
施
状
況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

▼
問
合
せ　

総
務
課
（
☎
（95）
０
１
１
３
）

▼
定
員　

10
人

▼
受
講
料　

２
千
300
円

▼
申
込
み　

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
・
郵
便
番

号
・
住
所
・
氏
名
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
勤
務
先
名
・
勤
務
先
電
話
番
号
を
記

入
の
う
え
、
６
月
30
日
㈭
（
必
着
）
ま
で

に
県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校
（
〒
444
―

１
３
２
４　

高
浜
市
碧
海
町
４
―
１
―

６
）
へ
。

※�

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
申
込
み
つ
い
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

�http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

shugyo/koukyou/takaham
a/

※�

定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
の
う
え
、

受
講
者
を
決
定
し
ま
す
。

春の叙勲・褒章受章者
在
職
者
対
象
訓
練
「
福
祉
住
環

境
整
備
の
基
本
」
受
講
者
募
集

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
（53）
０
０
３
１
）
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　第17回知立よいとこ祭り路上総踊り参加者を募集
します！
▶と　き　8月20日㈯　午後2時～9時
　　　　　（荒天の場合は翌日21日㈰）
▶ところ　市役所駐車場、周辺道路
▶参加条件　1チーム10人程度以上とし、中学生以
下の参加は保護者等同伴のこと
▶参加費　無料
▶服　装　自由
▶申込み　応募用紙に必要事項を記入し、7月15日
㈮までに観光協会事務局（経済課内）へ。
※�応募用紙は、市役所2階経済課、中央公民館、福
祉体育館に用意します。また、市および観光協会
ホームページにも掲載しています。

☆踊りコンテスト☆
【よいとこばやし部門】
・審査曲目　「知立よいとこばやし」
・�賞　金　「優勝5万円（1組）、準優勝3万円（1組）、
特別賞5千円（10組）」

【盆踊り部門】
・�審査曲目　「まんまる音頭」、「知立音頭」、「わが
町知立」
・�賞　金　「優勝5万円（1組）、準優勝3万円（1組）、
特別賞5千円（10組）」

▶チームシンボルコンテスト
・�賞　金　優勝3万円（1組）、準優勝2万円（1組）、
特別賞1万円（1組）

▶代表者説明会
・と　き　7月21日㈭　午後7時から
・ところ　中央公民館　大会議室
▶踊り講習会
・と　き　8月2日㈫・5日㈮　午後7時から
・ところ　中央公民館　講堂
○勝手連が結成されます
　個人で参加される人は、当日結成される勝手連に
ご参加ください。（申込不要）

▶問合せ　観光協会事務局（経済課内　☎83-1111
　内線211）

　

避
難
所
・
避
難
場
所
が
変
更
さ
れ
ま
し

た
。
災
害
時
に
皆
さ
ん
が
避
難
す
る
場
所

を
ご
家
族
等
で
話
し
合
い
、
事
前
に
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
新
規
指
定
避
難
所
】
知
立
南
保
育
園

【
指
定
取
消
避
難
所
】
中
央
公
民
館
講
堂

（
知
立
中
学
校
避
難
所
と
統
合
す
る
た
め
）

　

福
祉
の
里
八
ッ
田
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
本
部
と
し
て
活
動
す
る
た
め
）

　

避
難
所
と
は
災
害
の
危
険
性
が
あ
り
、

避
難
し
た
人
を
災
害
の
危
険
性
が
な
く
な

る
ま
で
ま
た
は
被
害
に
よ
り
戻
れ
な
く

な
っ
た
人
を
一
時
的
に
滞
在
さ
せ
る
た
め

の
施
設
に
な
り
ま
す
。

【
新
規
指
定
避
難
場
所
】

　

新
地
公
園
・
上
重
原
公
園

　

指
定
避
難
場
所
と
は
、
災
害
が
発
生
し

ま
た
は
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合

に
、
そ
の
危
険
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
避
難

す
る
場
所
に
な
り
ま
す
。

【
新
規
指
定
一
時
避
難
場
所
】

　

昭
和
３
号
公
園
・
丸
坪
公
園

　

山
屋
敷
町
公
民
館

　

南
陽
区
公
民
館
（
風
水
害
時
）

　

指
定
一
時
避
難
場
所
と
は
、
広
域
避
難

場
所
へ
避
難
す
る
前
の
中
継
地
点
と
し

て
、
一
時
的
に
集
合
し
て
様
子
を
見
る
場

所
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
救
援
活
動
拠
点

と
な
る
場
所
で
す
。

（1）指定避難所
【地震・風水害】

名　　称
知立小学校体育館
猿渡小学校体育館
来迎寺小学校体育館
知立東小学校体育館
知立西小学校体育館
八ツ田小学校体育館
知立南小学校体育館
知立中学校体育館
竜北中学校体育館
知立南中学校体育館
知立高校体育館
知立東高校体育館
上重原西保育園
知立南保育園（新規指定）
逢妻保育園
高根保育園
福祉体育館主競技場
知立文化広場
西丘文化センター
猿渡公民館
知立市図書館
八橋市営住宅集会所
昭和児童センター
上重原町公民館
逢妻町公民館
西中町第1公民館

（2）指定広域避難場所
　（指定緊急避難場所）
【地震】

名　　称
知立小学校校庭
猿渡小学校校庭
来迎寺小学校校庭
知立東小学校校庭
知立西小学校校庭
八ツ田小学校校庭
知立南小学校校庭
知立中学校校庭
竜北中学校校庭
知立南中学校校庭
知立高校校庭
知立東高校校庭
知立文化広場グランド
知立市文化会館駐車場
昭和6号公園
草刈公園
新地公園（新規）
上重原公園（新規）

（3）指定一時避難場所
　（指定緊急避難場所）
【地震】

名　　称
桐山公園
八橋児童遊園
昭和2号公園
昭和3号公園（新規）

名　　称
昭和4号公園
中新切公園
矢田良根公園
西ノ割公園
池下公園
大流公園
丸坪公園（新規）
御手洗公園
宝保育園
西中町第2公民館
牛田町公民館
谷田町第2公民館
山屋敷町公民館（新規）

【風水害】
名　　称

新林町公民館
南陽区公民館（新規）

（4）福祉避難所
【地震】

名　　称
特別養護老人ホームヴィラトピア知立
特別養護老人ホームほほえみの里
知立老人保健施設
けやき作業所
メープルけやき
かとれあワークス
生きがいセンター
中央子育て支援センター

第17回知立よいとこ祭り踊り参加チーム募集

市
指
定
避
難
所
・
避
難
場
所
の

変
更
に
つ
い
て

安
心
安
全
課
防
災
係 （
☎
（95）
０
１
６
０
）
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「
知
立
市
児
童
ク
ラ
ブ
の
実
施
に
関
す

る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
平
成
29
年
４
月

か
ら
児
童
ク
ラ
ブ
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
の

主
な
内
容
は
、
条
例
に
よ
り
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
実
施
の
た
め
の
必
要
事
項
を
明
確

に
す
る
こ
と
、
新
た
に
平
成
29
年
４
月
か

ら
育
成
児
童
の
保
護
者
か
ら
育
成
料
を
徴

収
す
る
こ
と
、
利
用
対
象
児
童
を
６
年
生

ま
で
拡
大
す
る
こ
と
で
す
。
従
来
か
ら
の

主
な
変
更
内
容
は
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

平
成
29
年
４
月
か
ら
の
児
童
ク
ラ
ブ
の

申
込
案
内
に
つ
い
て
、
例
年
12
月
１
日
号

の
広
報
に
掲
載
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
後

は
保
育
所
の
入
所
案
内
に
合
わ
せ
て
10
月

１
日
号
の
広
報
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
入
所
申
込
書
の
配
布
や
申

込
受
付
期
間
な
ど
も
保
育
所
と
合
わ
せ
て

い
く
予
定
で
す
。

▼
問
合
せ　

子
ど
も
課　

児
童
家
庭
係

（
☎
（95）
０
１
２
０
）

児童クラブについて
　この度、「知立市児童クラブの実施に関する条例」を新たに制定
いたしました。これにより、平成29年4月から児童クラブ（放課
後児童健全育成事業）をご利用の保護者の方々から育成料をご負
担いただくことになります。
　児童クラブは、保護者が共働き等の理由で留守家庭となる世帯
の児童に対して、放課後に適切な遊びや生活の場を提供し、健全
な育成を図る事業です。
　そのため、すべての児童を対象とした事業ではないことから、
受益者負担の考えにより国の「事業にかかる経費の二分の一を保
護者負担で賄うことを想定」との定めに基づき、愛知県内では、
全ての自治体で育成料を徴収しています。
　この育成料については、「事業にかかる経費の二分の一」の額と
しては約8千円と算出されますが、県内各市を参考に月額5千円と
いたしました。（ただし、春休み・夏休み等長期休暇時のみ利用す
る場合は、金額が異なります。）
　利用される皆様には新たにご負担をいただくことになりますが、
減免制度や多子軽減制度などを設け、お子様の育成環境の充実に
努めるとともに、対象学年を小学校4年生までから、6年生までに
拡大します。また、利用時間の午後7時までの延長を早期に実施す
ることができるよう努めてまいります。
　なお、全小学校においてすべての児童を対象とした「放課後子
ども教室」は、今後も無料で実施してまいります。
　知立市のすべての子どもたちが放課後を安心・安全に楽しく過ごし、
児童クラブにおいて、家庭同様の充実した育成環境を整えることができ
るよう、市民の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

知立市長　林　郁夫　　　　　

放課後児童クラブ・放課後子ども教室の概要
放課後児童クラブ 放課後子ども教室

（平成28年度）平成28年度 平成29年度以降

趣旨 留守家庭児童の遊びや生活の場の提供 安心安全な居場所づくり

利用対象 昼間留守家庭となる小学
校1年生～4年生の児童

昼間留守家庭となる小学校1年生～
6年生の児童

小学校1年生～6年生の参加を希望
する児童
※保護者の同意が必要になります。

実施施設 各小学校区の児童クラブ 各小学校の教室・運動場・体育館

利用時間

○通常日（月曜日～金曜日）
　学校下校時～午後6時30分
○土曜日および学校休業日（夏休み等）
　午前7時30分～午後6時30分
＊日曜、祝日、年末年始は実施しない

○通常日（月曜日～金曜日）
　学校下校時～午後5時30分
○夏休み（8/11～8/31を除く）
　午後1時30分～午後4時30分
＊	冬休み、学年末休業は実施しない

利用料
無料

※	保護者会で教材費とお
やつ代を徴収

有料（育成料として徴収）
○通年利用		
　児童1人につき月額5,000円
○	土曜日および学校休業日（夏休み
等）のみの利用	
　	・前期（4月～9月）　10,000円
　	・後期（10月～3月）　5,000円
※減免制度、多子軽減制度あり
※別途おやつ代を徴収

無料

開始日 毎年4月1日から 平成28年5月9日㈪から

児
童
ク
ラ
ブ

〜
平
成
29
年
４
月
か
ら
育
成
料
を
徴
収
し
ま
す
〜
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